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1︱事業の概要

Ⅱ. 

総括責任者 国立大学法人　山形大学　　学長　玉手　英利

共同実施機関 大日本印刷株式会社　研究開発センター
山形県公立大学法人　山形県立米沢栄養大学

実施予定期間 平成27年度～令和２年度

目標・行動計画

　女性研究者の活躍促進に向けた組織としての目標・行動計画を次のように明記して
いる。

（1）代表機関　国立大学法人　山形大学
　女性研究者の活躍促進に向けて、第３期中期目標（平成28～令和３年度）の「組
織運営の改善に関する目標」の中に「男女共同参画の推進に必要な就業環境を整備し、
ワーク・ライフ・バランスに関する支援策等の充実を図る」を明記した。
　また、第３期中期計画（平成28年～令和３年度）の中に、「ワーク・ライフ・バ
ランスを向上させるための就業環境を一層充実し、多様な人材活用の推進を図る。
女性教員比率を17％以上にする。」を明記した。

（2）共同実施機関　大日本印刷株式会社　研究開発センター
　女性研究者の活躍推進として、女性研究者のキャリアプラン構築を支援すること
で「女性研究者が活躍し、多様な価値観が職場に反映され業績向上に貢献する」「新
たな女性研究者リーダーを輩出する」ことを目標に掲げている。

（3）共同実施機関　山形県公立大学法人　山形県立米沢栄養大学
　山形県立米沢栄養大学及び山形県立米沢女子短期大学を運営する山形県公立大学
法人では、現中期計画（第２期　平成27年度～令和２年度）で、以下の目標を掲げた。
　「教育研究の質の向上及び大学業務運営の改善に向け、全学的、長期的視点に立っ
た水準の高い専門性を有する多彩な人材確保に向けた人事採用のあり方を検討し、
その仕組みづくりを行う。」
　平成27年度の年度計画に「男女共同参画を推進し、特に自然科学分野中心の米沢
栄養大学においては、女性研究者の研究力を充分に発揮できる研究環境の整備等、
その育成、地位向上のための支援の充実を図る。」を明記した。

取組の概要

（1）連携体制
　「有機エレクトロニクスを活用した未来の生活創造への女性研究者の参画」をテー
マに、既に連携を進めている３機関が女性研究者支援体制を整え、より積極的に女
性研究者の参画を促し、研究力を強化する取組を行う。各機関の学長、センター長
のリーダーシップのもと、３機関によるダイバーシティ連携推進会議で緊密な連絡
調整を図りながら実施する。

（2）活動内容
　３機関がそれぞれの特徴や得意分野を活かして活動する。
①山形大学米沢キャンパス（工学部）に男女共同参画推進室の米沢分室（ダイバー

シティ連携推進会議事務局）を設置すると共に、ワーク・ライフ・バランス相談
室や託児ルームを開設し、女性研究者の共同研究環境を整える。

②共同研究に従事するライフイベント中の男女研究者の支援制度を構築する。
③女性が代表となる共同研究の開発と研究費支援制度を構築する。女性の研究力向

上を通して研究者及び上位職の増加を図る。

ダイバーシティ研究環境実現
イニシアティブ（連携型）の概要
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（１）ダイバーシティ連携推進会議の設置

　共同実施機関３機関は、それぞれの機関内に本事業の推進組織を位置づけ、担当者を置く。担当

者は、ダイバーシティ連携推進会議の議を経て連携事業に関する連絡・調整、企画、実施等を行う。

（２）意思決定プロセス・マネジメント構造

　ダイバーシティ連携推進会議の内容は、各機関の推進組織に伝えられ、必要に応じて審議機関で

の審議を経て決定する。各機関から提案される施策は、ダイバーシティ連携推進会議を経て各機関

に諮り、決定する。

（３）内部評価の実施と外部評価委員会の設置

　ダイバーシティ連携推進会議は、内部評価を行いPDCAサイクルで運営すると同時に、外部評価

委員会（委員３名）を設置し、外部評価を受けて連携事業の改善を図る。

2︱実施体制

連携体制 令和２年度版

設設置置

ダダイイババーーシシテティィ
研研究究環環境境実実現現

ププロロジジェェククトトチチーームム

設設置置

女女性性研研究究者者支支援援
ププロロジジェェククトト

総括責任者
学⻑⽟⼿英利

実施責任者
阿部理事・副学⻑

両
⽴
⽀
援

総括責任者
センター⻑ 古川智彦総括責任者

学⻑阿部宏慈

⼭形⼤学
⼤学院理⼯学研究科
准教授⿊⾕玲⼦

大大日日本本印印刷刷株株式式会会社社
研研究究開開発発セセンンタターー

設設置置 米米沢沢分分室室（（ココーーデディィネネーータターー、、事事務務補補佐佐員員））

チーフ・コーディーネーター 井上榮子
分分室室会会議議（（工工学学部部長長他他１１００名名）

３３機機関関にによよるるダダイイババーーシシテティィ連連携携
推推進進会会議議 （（７７名名）） 設設置置

⼥性リーダーの育成

山山形形県県公公立立大大学学法法人人

山山形形県県立立
米米沢沢栄栄養養大大学学

意
識
改
⾰

男男女女共共同同参参画画推推進進室室 室室長長・・分分室室長長
室室ミミーーテティィンンググ（（総総務務部部長長他他８８名名））

・研究代表者となる⼥性
研究リーダーの存在

・地域連携・研究推進セン
ターの推進

男男女女共共同同参参画画推推進進委委員員会会
担当理事他１９名（各学部の女性教員・副学部長等で構成）

・共創ワークショップ
（〜H29）

・留学⽣受⼊先端・融合領域の研究開発

⽶沢栄養⼤学健康
栄養学部 学部⻑
教授⼤和⽥浩⼦

⼤⽇本印刷研究開発センター
パターニング製品研究開発本部
第２部第２課
エキスパート 桑原尚⼦

中核となる⼥性研究者

理事・副学⻑ 飯塚博
社会連携担当

国国立立大大学学法法人人
山山形形大大学学

実施責任者
理事・副学⻑ ⼩島浩孝

1
図１　連携体制図
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3︱取組内容
3－1　支援制度の構築

    
  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

               

 

                            

3－2　共同研究の構想

女女性性研研究究者者がが活活躍躍ででききるる環環境境整整備備

交換留学プログラム
（⼥性学⽣・⼤学院⽣→DNP）

1. ⽀援制度構築 2.⼥性研究者の裾野拡⼤

4.⼥性リーダー輩出 3. ⼥性を含む共同研究促進

研究成果発表⽀援
（学会参加・英語論⽂作成等⽀援）

相談室・託児ルームの共同利⽤

相談員制度研究⽀援員制度

シンポジウム

外部資⾦獲得セミナー

ダイバーシティ⼈材育成セミナー
（サービスデザイン、共創WS波及）

⼥性を代表とする共同
研究費⽀援 アカデミック・

イングリッシュセミナー

⽀⽀援援体体制制のの完完成成
シーズ集発⾏（3機関＆関東）

託児サポーター夜間保育、休⽇保育、病児・病
後児、学童保育利⽤料補助制度

交換留学プログラム
（DNP⼥性・男性研究者→⼤学）

⾃⼰啓発合宿

管理職セミナー

博⼠・ポストドクター対
象キャリア・セミナー

復帰⽀援制度

⼥性研究者との交流会

メンター制度

⼥性研究者研究成果発表会

３機関達成⽬標
⼥性研究者19％以上

上位職14％以上

2
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3－3　共同研究体制
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項目 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 2021 年 1 月 2 月 3 月
事業計画の決定 事業計画の公表・周知 各種支援制度の周知と利用促進 次年度計画準備 年度目標達成

１）推進体制

①ダイバーシティ連携推進会議 ・ ダイバーシティ連携推
進会議開催（持ち回り）

・ ダイバーシティ連携推
進会議開催（第 1 回）

・ 連携推進会議の開催（持
ち回り）

・JST 訪問調査（予定）
・ ダイバーシティ規程改

廃の検討・事業継続の
検討

・ 連携推進会議の開催（持
ち回り） ・連携推進会議（第 2 回） ・ 連携推進会議の開催（持

ち回り）

② 男女共同参画推進室及び室ミーティング（総務
部長他 8 名） ・推進室ミーティング ・ 推進室ミーティング開

催予定

③山形大学男女共同参画推進委員会 ・ 第 1 回男女共同参画推
進 委員会

④ 男女共同参画推進室米沢分室及び分室会議（工
学部長他 10 名） 分室の整理 分室引っ越し ・米沢分室会議開催予定

⑤ COI 連携
女性・若手研究者の増加促進 /  多様な女性研究者の参画 ・ 健康長寿米沢市民会議

への協力（山大・栄養大）
・ 第３回地域連携プラッ

トフォーム

・ 健康長寿米沢市民会議
への協力（山大・栄養大）

⑥ 大学コンソーシアムやまがた「やまがたダイ
バーシティ推進ネットワーク」 遊学館チェリアとの連携

・ 「ダイバーシティ推進
ネットワーク会議」第
1 回幹事会

・総会
・ 「ダイバーシティ推進

ネットワーク会議」第
2 回幹事会（持ち回り）

⑦全国ネットワーク中核機関（群）
　全国組織・東北ブロック会議

・ 5/27 全国幹事会
・ シ ン ポ ジ ウ ム（ 大 阪 ）

７月延期

・南東北会議
　コンソーシアム山形会議 ・全国幹事会（予定）

２）意識改革

①セミナー ・管理職セミナー（小白川）
　中止 ・英語論文セミナー

②シンポジウム等の開催
・ 小白川キャンパス新任

教職員ランチミーティ
ング（山大）中止

・ 男女共同参画フェスタ
（山大小白川キャンパ

ス）中止

・ 男女共同参画フェスタ
（米沢キャンパス）中止

・シンポジウム開催（米沢）
・ COI 連携若手・女性研

究者交流会

③外部評価委員会 ・ 外部評価委員会開催
　（メール持ち回り予定）

④情報発信 ・第２次基本計画の広報
・HP の改善 ・NEWS LETTER No.27 発行  ・NEWS LETTER No.28 発行

・令和 2 年度報告書発行
３）研究と育児等を両立可能にする環境作り
① 研究とライフイベントとの両立を支援する研究

支援員制度 研究支援員制度による支援（前期） ・令和２年度後期研究支
援員の募集開始 研究支援員制度による支援（前期） 研究支援員制度による支援（後期） ・ 令和 3 年度前期研究支

援員募集開始
・ 令和 3 年度前期研究支

援員の決定

② 託児サポーター制度（米沢キャンパスと小白川
キャンパス） ・託児サポーター制度の利用促進 （小白川・米沢キャンパス）

・ 大学入試センター試験
時における一時預かり

（予定）

・託児サポーター制度の利用促進
　（小白川・米沢キャンパス）

③夜間、休日、病児・病後児保育支援制度 ・保育支援 制度の周知

④相談員制度　 ・相談員制度の 利用促進

４）女性の研究力向上の取組

①女性代表共同研究への研究費支援制度 ・R2 年度募集 ・R2 年度審査会開催 ・R2 年度採択者決定 ・女性代表共同研究 への研究費支援
・成果のまとめと報告

② ライフイベントによる研究中断からの復帰支援
制度 ・R2 年度募集 ・R2 年度審査会開催

・R2 年度採択者決定 ・復帰支援制度の 周知と利用促進

③ 研究力向上セミナー、外部研究資金獲得セミ
ナー（栄養大企画）

・ 外部研究資金獲得セミ
ナー（栄養大）

・ 英語論文セミナー（山
大）

④サービスデザインプロジェクト（山大企画）
・ COI 女性・若手研究者活動計画（サービスデザイン

の共同研究・社会実装の推進） ・社会実装会議（1 回目） ・社会実装会議（2 回目）・サービスデザイン普及
・ サービスデザインの社

会 実 装 報 告（COI 共 催
シンポジウム）

⑤自己啓発合宿（DNP 企画）　　 ・自己啓発合宿① ・自己啓発合宿②

⑥連携機関留学プログラム（DNP 企画） ・審査、留学生決定 ・企業留学

⑦学会参加費補助制度 ・随時募集　 制度の周知と利用促進

⑧共同研究支援冊子の活用 ・ 3 機関の研究所紹介リーフレット / 山形大学スマート未来ハウス紹介リーフレット　　　　　　　　　　 / 3 機関の女性研究者シーズ集の配布、その他制度紹介リーフレットの活用

５）女性研究者裾野拡大

①女性大学院生ネットワーク　
女性大学院生ネットワーク（山大 JOIN）参加者拡大 ・ 交流会～女性研究者と

話そう（山大 JOIN、栄
養大）

②企業研究職等キャリアセミナー ・ 女性研究者キャリアパ
ス支援（DNP）   通年　

・ 博士キャリアセミナー
（山大）

③女子中高生・一般向けセミナー ・ 裾野拡大セミナー企画
募集（山大）

・ 研究成果発表会（女子
学生・女性研究者向け
キャリアパス支援）（栄
養大）

６）その他

①アウトリーチ活動 ・ 山形市男女共同参画審
議会

・ 山形市男女共同参画に
関する作品募集 ・チェリアフェスティバル ・ 山形県女性活躍応援連

携協議会

②情報収集・連携・広報活動
・ 国 立 女 性 教 育 会 館

（NWEC）図書パッケー
ジ配置（小白川）

・ 国 立 女 性 教 育 会 館
（NWEC）図書パッケー

ジ配置（小白川）

・ 国 立 女 性 教 育 会 館
（NWEC）図書パッケー

ジ配置（小白川）

・ 国 立 女 性 教 育 会 館
（NWEC）図書パッケー

ジ入替（小白川）

4︱令和２年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業ダイバーシティ
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項目 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 2021 年 1 月 2 月 3 月
事業計画の決定 事業計画の公表・周知 各種支援制度の周知と利用促進 次年度計画準備 年度目標達成

１）推進体制

①ダイバーシティ連携推進会議 ・ ダイバーシティ連携推
進会議開催（持ち回り）

・ ダイバーシティ連携推
進会議開催（第 1 回）

・ 連携推進会議の開催（持
ち回り）

・JST 訪問調査（予定）
・ ダイバーシティ規程改

廃の検討・事業継続の
検討

・ 連携推進会議の開催（持
ち回り） ・連携推進会議（第 2 回） ・ 連携推進会議の開催（持

ち回り）

② 男女共同参画推進室及び室ミーティング（総務
部長他 8 名） ・推進室ミーティング ・ 推進室ミーティング開

催予定

③山形大学男女共同参画推進委員会 ・ 第 1 回男女共同参画推
進 委員会

④ 男女共同参画推進室米沢分室及び分室会議（工
学部長他 10 名） 分室の整理 分室引っ越し ・米沢分室会議開催予定

⑤ COI 連携
女性・若手研究者の増加促進 /  多様な女性研究者の参画 ・ 健康長寿米沢市民会議

への協力（山大・栄養大）
・ 第３回地域連携プラッ

トフォーム

・ 健康長寿米沢市民会議
への協力（山大・栄養大）

⑥ 大学コンソーシアムやまがた「やまがたダイ
バーシティ推進ネットワーク」 遊学館チェリアとの連携

・ 「ダイバーシティ推進
ネットワーク会議」第
1 回幹事会

・総会
・ 「ダイバーシティ推進

ネットワーク会議」第
2 回幹事会（持ち回り）

⑦全国ネットワーク中核機関（群）
　全国組織・東北ブロック会議

・ 5/27 全国幹事会
・ シ ン ポ ジ ウ ム（ 大 阪 ）

７月延期

・南東北会議
　コンソーシアム山形会議 ・全国幹事会（予定）

２）意識改革

①セミナー ・管理職セミナー（小白川）
　中止 ・英語論文セミナー

②シンポジウム等の開催
・ 小白川キャンパス新任

教職員ランチミーティ
ング（山大）中止

・ 男女共同参画フェスタ
（山大小白川キャンパ

ス）中止

・ 男女共同参画フェスタ
（米沢キャンパス）中止

・シンポジウム開催（米沢）
・ COI 連携若手・女性研

究者交流会

③外部評価委員会 ・ 外部評価委員会開催
　（メール持ち回り予定）

④情報発信 ・第２次基本計画の広報
・HP の改善 ・NEWS LETTER No.27 発行  ・NEWS LETTER No.28 発行

・令和 2 年度報告書発行
３）研究と育児等を両立可能にする環境作り
① 研究とライフイベントとの両立を支援する研究

支援員制度 研究支援員制度による支援（前期） ・令和２年度後期研究支
援員の募集開始 研究支援員制度による支援（前期） 研究支援員制度による支援（後期） ・ 令和 3 年度前期研究支

援員募集開始
・ 令和 3 年度前期研究支

援員の決定

② 託児サポーター制度（米沢キャンパスと小白川
キャンパス） ・託児サポーター制度の利用促進 （小白川・米沢キャンパス）

・ 大学入試センター試験
時における一時預かり

（予定）

・託児サポーター制度の利用促進
　（小白川・米沢キャンパス）

③夜間、休日、病児・病後児保育支援制度 ・保育支援 制度の周知

④相談員制度　 ・相談員制度の 利用促進

４）女性の研究力向上の取組

①女性代表共同研究への研究費支援制度 ・R2 年度募集 ・R2 年度審査会開催 ・R2 年度採択者決定 ・女性代表共同研究 への研究費支援
・成果のまとめと報告

② ライフイベントによる研究中断からの復帰支援
制度 ・R2 年度募集 ・R2 年度審査会開催

・R2 年度採択者決定 ・復帰支援制度の 周知と利用促進

③ 研究力向上セミナー、外部研究資金獲得セミ
ナー（栄養大企画）

・ 外部研究資金獲得セミ
ナー（栄養大）

・ 英語論文セミナー（山
大）

④サービスデザインプロジェクト（山大企画）
・ COI 女性・若手研究者活動計画（サービスデザイン

の共同研究・社会実装の推進） ・社会実装会議（1 回目） ・社会実装会議（2 回目）・サービスデザイン普及
・ サービスデザインの社

会 実 装 報 告（COI 共 催
シンポジウム）

⑤自己啓発合宿（DNP 企画）　　 ・自己啓発合宿① ・自己啓発合宿②

⑥連携機関留学プログラム（DNP 企画） ・審査、留学生決定 ・企業留学

⑦学会参加費補助制度 ・随時募集　 制度の周知と利用促進

⑧共同研究支援冊子の活用 ・ 3 機関の研究所紹介リーフレット / 山形大学スマート未来ハウス紹介リーフレット　　　　　　　　　　 / 3 機関の女性研究者シーズ集の配布、その他制度紹介リーフレットの活用

５）女性研究者裾野拡大

①女性大学院生ネットワーク　
女性大学院生ネットワーク（山大 JOIN）参加者拡大 ・ 交流会～女性研究者と

話そう（山大 JOIN、栄
養大）

②企業研究職等キャリアセミナー ・ 女性研究者キャリアパ
ス支援（DNP）   通年　

・ 博士キャリアセミナー
（山大）

③女子中高生・一般向けセミナー ・ 裾野拡大セミナー企画
募集（山大）

・ 研究成果発表会（女子
学生・女性研究者向け
キャリアパス支援）（栄
養大）

６）その他

①アウトリーチ活動 ・ 山形市男女共同参画審
議会

・ 山形市男女共同参画に
関する作品募集 ・チェリアフェスティバル ・ 山形県女性活躍応援連

携協議会

②情報収集・連携・広報活動
・ 国 立 女 性 教 育 会 館

（NWEC）図書パッケー
ジ配置（小白川）

・ 国 立 女 性 教 育 会 館
（NWEC）図書パッケー

ジ配置（小白川）

・ 国 立 女 性 教 育 会 館
（NWEC）図書パッケー

ジ配置（小白川）

・ 国 立 女 性 教 育 会 館
（NWEC）図書パッケー

ジ入替（小白川）

（令和２年４月現在）
研究環境実現イニシアティブ（連携型）（山形大学含む）事業計画
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